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白石賢司さん

話題提供 の発言 Keypoint
当日のプレゼンデータは
公式ウェブサイトに掲載されています。

公益財団法人地球環境センター

工藤卓哉さん

アクセンチュア株式会社

ブラックボックスだった政策立案過程を「見える化」

対症療法的な政策ではなく、原因への対処を

政策オプションのトレードオフに対して価値判断が必要

定性的評価した後に定量的に政策を評価する

政策立案をオープンにすることで外部のプレイヤーと連携

経験と勘＋科学的なアプローチ
で行政サービスの質をあげる

限られた財源で公共サービスの質を保つため
データに基づいて資源を選択し集中させる

事例

データに基づいて社会を変える

事例 データを用いた犯罪捜査導入で殺人発生数減少

定量的学校評価により教育改革＆教育の質改善

データを用いた効率的な資源配分でニューヨー
ク市の教育を改革

医療を受けられない貧困層をターゲティングし
て予防医療

先進国ではデータ
に基づいた政策立
案が主流

役人の政策立案スキルを高
める必要性あり

選択するデータの
違いによって異な
る結果が出るた
め、信頼性が担保
できないことも

現場では学問的な
方法論に基づいた
政策立案に意味が
あるのか疑問も

でっちあげの政策
を峻別するため
に、データを用い
た検証をするべき

政策的な専門性に
基づいた科学的な
アプローチが必要

問題の構造を分解
する方法論が重要

政策判断において
コストベネフィット
では片付けられな
い問題には、定性
的な判断も必要

データを活用できる人材が不足
大学における人材育成の問題とは

データで大学を変える？

入学時に文系と理
系を分ける日本の
大学入試に問題あ
り

学部から大学院に
進学する日本の教
育システム、社会人
教育の少なさにも問
題あり

データの分析を学ぶに
は実務経験が重要で
社会人教育の必要性
あり

官僚が多様な経験をする
か、多様な人材を行政に組
み込むか？

医療の世界はエ
ビデンスが当た
り前の世界。大
学の経営も同様

異分野からの分
析がデータに多
方面からの気づ
きを与える
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国内の大学では統計などのスキルだけで
なく、経営理論や実行プランなども学ぶ
事例も出てきた

終身雇用制度で実務
経験者が大学院で学
ぶことが難しい。

海外の政策系大学
院では、実務経験を
経ている

ロジックに基づいた
結果が必ずしも正し
いとは限らないの
で、勘と科学的な手
法のバランスが重要

データの因果関係
を見出す仮説は、
「勘」

「勘」と「でっちあ
げ」の峻別が必要

データに「勘」を組
み込む、という考え
方が必要

経験や勘もデータの
ように蓄積された定
量的なパターンとも
言える

プランを練らずにい
きなり始めること
で、トライアンドエ
ラーを重ねる必要も

ビッグデータの解析
により、経験と勘の
可視化ができる

データを扱える人を
どう育成するか

デ
ー
タ
と

デ
ー
タ
と

人
材

人
材
育
成
と
大
学

デ
ー
タ
と

役
人
は
デ
ー
タ
に

　
　
ど
う
向
き
合
う
か

政
策
立
案

勘

政策立案を行う人間のバッ
クグラウンドの多様性が、多
様で客観的な発想を生む
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佐藤 徹さん

話題提供 の発言 Keypoint
当日のプレゼンデータは
公式ウェブサイトに掲載されています。

高崎経済大教授
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目的と手段の階層構造

事業全体ではなく施策の単位で評価していく

約半数の自治体が、施策の優先順位づけの
評価基準を示していない

市民討議会によってサイレントマジョリティーの声を聞く

住民による施策の優先順位づけ

市民討議会のワークショップや発表などの
取り組みを通して施策の優先順位づけを行う

優先順位づけは意思決定者に
合理的な判断材料を提供するもの

優先順位づけは誰が、どのように、どのタイミングで
なにを対象に行うのか考えるべき

データは人が操作で
きないほど客観的な
もの。センシングデー
タなどもその１つ

構造データと客観デ
ータを組み合わせる
べき

データを収集するプ
ロセスや方法も見え
る化することで評価
可能になる

世論調査には相当な
バイアスがあるので、
それに基づいて政策
判断することは難し
い

意思などの主観的な
データではなく、客
観的なデータで政策
を判断するべき

質
の
高
い
デ
ー
タ
と
は

定
量
的
評
価
に

　
ど
う
向
き
合
う
か

客観的に政策評価
を可視化し、価値判
断を国民に任せるこ
とで、民意を反映す
る民主主義

日本のマスコミは専
門性のある人材がま
だ少なく、数値に基
づいて議論していな
いこともある

メディアがデータ
に基づいた判断をす
るようスタンスを変
えていくことで、科学
的な評価が波及し
ていくのでは

行政は国民の判断
基準となる事実をデ
ータとして提供する
べき

政策決定に必要な
データをしっかり
管理していないた
め、定量的な評価
ができない

時間が限られた政策
決定には、データが
充分に集まるまで待
てない

政治側がデータ
に基づいた政策
を正しく判断で
きるか

役人と政治家と国
民を繋げるメディ
アが、データを正
しく判断できるか
が重要

定量的評価をしない
ことのデメリットを可
視化できるか。

定量化に埋れてしま
う問題もある

定性的なものを強引
に定量化しているこ
とは問題ではないか

増え続ける大量のデ
ータをなにと組み合
わせるべきだろうか

定量的な指標を出す
ことに振り回され現場
が窮屈になることも

デ
ー
タ
と評

価 デ
ー
タ
と
は
何
か

恣意性のないデータ
デ
ー
タ
に
基
づ
く

　
　
政
策
評
価
の
課
題

政
治
と
デ
ー
タ

民
主
主
義
と

　
　
　
　
デ
ー
タ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と

　
　
　
　
デ
ー
タ
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行政がエビデンスに
基づく政策をするこ
とで、レクなどを通し
て政治に反映してい
けるのではないか



高田英樹さん

話題提供 の発言 Keypoint
当日のプレゼンデータは
公式ウェブサイトに掲載されています。

財務省
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2000年代前半の英国の財政状況は絶好調

イギリス官庁における多様性

なぜ英国は労働時間が短くても財政が好調なのか

多様性を重視する英国財務省

多様な人材による指摘や雇用を受け入れる懐の深さ

雇用の流動性が高い柔軟な勤務形態

女性の活用が進んでいる英国

主要ポストの女性でも、子育てのためにジョブシェア

設置法などの法律に基づいた硬い日本の行政

トライアンドエラーを受け入れる行政

パブリックコメントやステークホルダーの意見を徹底活用

柔軟な行政手法

明確な理由に基づいたフレキシブルな判断を許す

無謬性に囚われず、法律の修正が頻繁に試される

フレキシブルな判断を許す代わりに、明確な説明責任を課す

ルールを守る人にも判断の幅を持たせる

アウトプットではなくアウトカムの評価を重視

費用対効果と結果の便益を厳しく審査する行政

英
国

日
本

費
用
対
効
果
の
意
識

組
織
の
柔
軟
性

完璧ではない行政サービス

行政に対して寛容行政に対して完璧を求める
高い行政サービス

役人は定時に帰る役人は朝から晩まで仕事をする

財政状況は堅調厳しい財政状況

ロジカルに議論
することが教育
にしこまれてい
る。

合 理 性 に基 づ
き、短期的に改
革をする精神が
ある

ジョブディスクリプ
ションがはっきり
しているのでジョ
ブシェアしやすい

Value for Money
がコモンセンス。最終的に選ぶの

は国民。国民性
の違いもあり、コ
モンセンスの輸入
は困難

各国のいいとこ取
りは不可能であ
り、日本における
価値判断や優先
順位づけが必要

ハーバードとMITの
研究によると、多様
性の高さはGDPの
高さに相関してい
る。

日本のスキルセット
のダイバーシティー
は二番目に高い

多様なことをできる
人達が日本に揃って
いる日本は多様性があ

るからこそ、コン
センサスがとれな
いとも言える。

日本を含めアジア
の特徴は多様性を
受け入れることに
あるのでは。

女性の社会進出な
どのジェンダーダ
イバーシティーは
低い

日
本
に
お
け
る
多
様
性
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い
い
と
こ
取
り
は
可
能
か




